
 

 

 

数の性質-11 

 

 

 

 

５で割ると３余る → あと２あると５で割り切れる 

６で割ると４余る → あと２あると６で割り切れる 

８で割ると６余る → あと２あると８で割り切れる 

 

   ある数があと２大きければ５でも６でも８でも割り切れる 

 

   ５でも６でも８でも割り切れる数は最小公倍数の 120 の倍数ですから 

   ある数は 120×A－2 です。 

 

    1990÷120＝16 あまり 70 より 

     120×16－2＝1918 

          120×17－2＝2028 ・・・1999 に最も近い 

 

      

2038 

 

 

 


